
 

企画展 

子は吉祥のシンボル 

２０２２・１２・８（木）～２０２３・３・２４（金） 

開館時間：１０：００～１６：００ 土日祝日休み 

会場：愛知大学記念館・企画展示室（豊橋鉄道愛知大学前駅下車） 

連絡先：愛知大学東亜同文書院大学記念センター 

0352‐47‐4139  toa＠ml.aichi‐u.ac.jp 

～新婚夫婦のための中国年画～ 



ごあいさつ 

 

中国では、かつて結婚の最大の目的は家を継ぐ「子＝男児」

を得ることでした。そのため新婚夫婦の部屋には、子授けのた

めのさまざまな木版画が貼られ、ベッドには棗（ナツメ、中国語

音 zao が早 zao と同音）や落花生(らっかせい、生は産む)をまい

て、跡継ぎが一刻も早く生まれるようにと願いました。 

 

新婚夫婦のための木版画は「喜画」とよばれ、明清から民国

にかけて（17～20 世紀前半）庶民の人気を得ました。喜画の特

徴は、➀描かれた子はすべて男児、②内容は「子授け」「胎教」

「性教育」、③全国の生産地ごとの地域性、➃謎解き絵、です。 

「麒麟送子」は最も普及した子授け画です。伝説の神獣麒麟

が天意を受けて男児をもたらし、その子は学問（科挙及第）や仕

事（出世）で成功して一家を富裕にし、繁栄させます。 

 

この企画展は、現地で収集した多くの「喜画」と馮驥才主編

『中国木版年画集成』（22 巻中華書局 2013 年）の中から優品を

選び、展示しています。縁起のいい言葉を、魚や石榴（ザクロ）、

笙（しょう）など、同じ発音の物や似た形に託した、庶民の思いを

ご覧ください。 

      

東亜同文書院大学記念センター 松岡正子   
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